
平成２６年度（第３回） 

福岡市総合図書館運営審議会 

 

         日 時 ： 平成２７年３月１９日（木） 

              １０時００分～１２時００分 

         場 所 ： 福岡市総合図書館 ３階 第２会議室 

 

  〔 次 第 〕 

１ 開 会 

館長挨拶 

２ 報告事項 

報告１ 福岡市総合図書館新ビジョン事業計画及び成果指標     

    (平成 26 年度～平成 30 年度)について 

報告２ 福岡市総合図書館条例の一部改正について 

   報告３ 平成２７年度予算及び機構について 

３ 議 事    

議題１ 平成２７年度事業計画について 

     ４ その他 

     ５ 閉 会 
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福岡市総合図書館新ビジョン 

事業計画及び成果指標 

 

（平成 26 年度～平成 30 年度） 
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報告１ 
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１ 趣旨 

 

平成８年６月福岡市総合図書館開館以来，少子高齢化や高度情報化，国際化

の進展など社会状況が大きく変化しています。このような状況の中で，市民ニ

ーズの高度化，多様化という新たな環境変化に対応していくため，今求められ

る図書館の役割を踏まえ，これから目指すべき図書館像を定める「福岡市総合

図書館新ビジョン」を平成 26 年 6 月に策定しました。 

 この「福岡市総合図書館新ビジョン」は平成 26 年度を始期とする 10 年間

を計画期間としており，新ビジョン推進のため，重点的に取り組む具体的な施

策・事業について 5 年ごとにその事業計画を作成し，成果指標を定めて計画的

に事業を実施していくものです。 

 

 

２ 進行管理と評価 

 

 新ビジョンを着実に推進していくために，年度ごとに図書館サービスや業務

についての評価を行い，進行管理を行っていきます。 

そのため，年度ごとに図書館サービスや業務について，アンケートを実施し

ながら，内部評価を行います。さらに，内部評価について意見を聴くため，「福

岡市図書館評価委員会」を設置して，市民や有識者の視点を取り入れた外部評

価を行い，結果を公表します。その評価内容に応じて，図書館サービスの改善

を図っていきます。 

 

（１）内部評価 

   毎年４月 アンケートの実施 

     ６月  アンケート結果や成果指標などに基づく内部評価 

 

（２）外部評価 

   毎年７月 福岡市図書館評価委員会による外部評価及びその公表 

        評価内容に応じた改善 
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福岡市総合図書館新ビジョン 基本理念 

市民がくつろぎ，本や人と楽しくふれあえる 

新たな学び・情報・交流の拠点となる図書館 

内

容 

利用者の高度化・多様化するニーズに対応できる資料・情報を提供する

生涯学習施設として，また，内部空間だけでなく外部空間も含めて，快適

な空間を最大限に活用することにより，これまで図書館を利用したことの

ない人なども集う場を創出し，多くの市民がくつろぎ，楽しさを共有でき

る新たな情報・交流の拠点となる図書館を目指します。 

 

成  果  指  標 

 

図書館利用者における図書館サービスの満足度 

 

【現在】75.5％ →【平成 30 年度】85％ →【平成 35 年度】90％ 

 

 

 ○目標数値 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 25 年度】  

  ・入館者数   4，224 千人 

  ・個人貸出冊数 4，633 千冊 

 ・貸出利用者数 1，291 千人 

 ・新規登録者数     30 千人 

【平成 30 年度】 

  ・入館者数     5，500 千人 

 ・個人貸出冊数  5，200 千冊 

 ・貸出利用者数  1，400 千人 

 ・新規登録者数      45 千人 

 

 

【平成 35 年度】 

  ・入館者数     6，000 千人 

 ・個人貸出冊数  6，000 千冊 

 ・貸出利用者数  1，500 千人 

 ・新規登録者数      60 千人 
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事 業 計 画 （平成 26 年度～平成 30 年度） 

 

（１）誰もが楽しめる魅力ある図書館 

 

 

 

 

 

 

 部門 運営・図書 

項   目 内   容 

図書資料の貸出・返却拠点の新

設 

 

①分館の新設 

 地域交流センター等の整備検討に併せて，新たな

分館の新設を検討します。 

 

②貸出・返却拠点等の新設 

 図書館サービスが行き届かない地域に対して，交

通の便の良い公共施設などに図書の貸出・返却拠点

の新設を推進し，図書館利用者の利便性の向上を図

ります。 

 

 

 H25 H30 

貸出拠点数 13 地点 15 地点 

返却拠点数 21 地点 25 地点 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

分館 

  

 

 

   

貸出・返却

拠点等 

 

 

◇設置 

  

 

◇設置 

  

 

 

※貸出・返却拠点については，天神地区及び博多駅地区を検討中。 

※返却拠点（ブックポスト）については，平成 26 年度に「木の葉モール（西区）」 

 に設置済。平成 28 年度は南区南部（マスタープランにおける地域拠点）を検討中。 

 

検討，協議 

検討，協議 
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 部門 運営・図書・文書・映像 

項   目 内   容 

利用時間の拡大 

（開館時間，休館日の見直し） 

 休館日及び開館時間の見直しを行い，図書館を利

用できる時間を拡大することにより，図書館利用者

の利便性の向上を図ります。 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

休館日 

 

 

◇全館 

  

 

◇東 

 

 

 

 

開館時間 

   

 

◇総合，東 

 

 

 

 

※平成 26 年度は，図書特別整理期間を短縮。 

※平成 28 年度は，東図書館及び総合図書館において，指定管理者制度の導入に併せ 

 て，開館時間を拡大。 

※休館日及び利用時間の拡大については，継続的に検討。 

 

 部門 図書 

項   目 内   容 

図書館イベントの充実  成人を対象とした読書会等を実施し，読書の普及

や図書館の活用促進を図ります。 

 

 H25 H30 

イベント回数 0 回／年 3 回／年 

参加者数 0 人／年 150 人／年 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

イベント 
 

 

 

 

  

 

 

 

（例）高齢者を対象にした読書会，図書館の利用方法の講習会，子育て・介護等の講 

   演会など 

 

検討（段階的に実施） 

検討（段階的に実施） 

大人向けイベントの実施 計画 
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 部門 運営・図書・文書・映像 

項   目 内   容 

快適な空間づくり ①やすらぎと交流の場づくり 

 誰もが気軽に立ち寄り，思い思いの時間を過ごし，

くつろぎ楽しむ，潤いややすらぎの場となるよう，

エントランスホールや正面玄関前広場等を活用し，

快適な空間づくりを行います。 

 また，広場等を活用したイベントを実施していき

ます。 

 

②館内レイアウトの変更 

 文学資料エリアのリニューアル，ビデオライブラ

リーの見直し及びカフェスペースの設置などを行

い，図書館の魅力の拡大を図ります。 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

やすらぎと

交流の場 

  ◇ｴﾝﾄﾗﾝｽ， 

 広場 

 

 

 

 

 

 

館内ﾚｲｱｳﾄ 

   ◇文学資料ｴﾘｱ， 

ﾋﾞﾃﾞｵﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ， 

ｶﾌｪｽﾍﾟｰｽ 

 

(例）あおぞらおはなし会，広場での古本市やマルシェ（市場）の開催，カフェスペー 

  スの設置，観光情報コーナーの設置など 

 

検討（段階的に実施） 

 

検討 
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（２）さまざまな情報を求める市民に応える図書館  

 

 部門 運営・図書 

項   目 内   容 

図書館サービスの充実 ①資料収集の充実 

 公共図書館としての役割を発揮するため，図書資

料の収集方針の見直しを行い，計画的な資料収集に

努めるとともに，電子書籍の取り扱いについて検討

します。 

 分館においては，地域の実情にあわせて特色を持

たせた資料収集を行っていきます。 

 

 

②レファレンス（相談）サービスの充実 

 電子メールによるレファレンスサービスを実施

し，利用者への図書館サービスの充実と利便性の向

上を図ります。 

 

 H25 H30 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数 

(電子ﾒｰﾙ) 

 

0 件／年 

 

1,500 件／年 

 

③情報提供の充実 

 ビジネス支援や子育て支援などの課題解決に対し

て，本市関係部局及び国・県等関係機関と連携を図

りながら，図書館資料を活用した展示等の情報提供

などを行っていきます。 

 

 H25 H30 

市長部局と 

連携した展示 

 

0 件／年 

 

4 件／年 

 

④ホームページの複写サービス 

 福岡市及び国等のホームページに掲載されたイン

ターネット情報を利用者の調査研究に役立てるた

め，同資料を収集し，複写サービスを提供します。 
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⑤無線 LAN 環境の整備 

 利用者の調査・研究の補助として，個人持ち込み

の端末機器（ﾉｰﾄﾊﾟｿｺﾝ，ﾀﾌﾞﾚｯﾄ，ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等）が利用

できるよう，公衆無線 LAN 「Fukuoka City Wi-Fi」

によるインターネット環境を整備し，利用者の利便

性の向上を図ります。なお，分館については，施設

管理者と検討を進めます。 

 

 

 H25 H30 

設置館数 0 館 8 館 

アクセス数 0 回/月 11,000 回/月 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

資料収集 
    

 

 

 

 

 

ﾚﾌｧﾚﾝｽ 

(電子ﾒｰﾙ) 

  

 

 

   

  

 

 

情報提供 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

複写ｻｰﾋﾞｽ 
    

  

   

無線 LAN 

 

 

◇総合 

  

 

◇分館 

  (1 館) 

 

 

◇分館 

  (3 館) 

 

 

◇分館 

  (3 館) 

 

 

ビジネス支援等の情報提供 計画 

検討 

ｼｽﾃﾑ対応 電子メールによるレファレンスサービス 

収集方針改定 

試行 ホームページ等の複写サービス 

検討，協議 
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 部門 図書 

項   目 内   容 

地域読書活動への支援 ①団体貸出先の拡大 

 図書館利用が困難である施設入所者等への団体貸

出を実施し，団体貸出サービスの充実を図ります。 

 

 

 H25 H30 

団体数 344 団体 390 団体 

配本冊数 236,455 冊 244,000 冊 

②公民館等の読書活動への支援 

 地域において読書活動を行っている公民館や留守

家庭子ども会等を訪問して，図書コーナー（室）の

運営や環境整備への助言や支援等を行います。 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

団体貸出 
    

 

   

 

公民館等 

への支援 

   

 

  

※団体貸出先については，高齢者施設や病院などに広報活動を行い，貸出先を拡充。 

 

検討 団体貸出先の拡大 

協議 公民館等への支援 
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 部門 図書 

項   目 内   容 

市関連施設の図書室の相互協

力 

①議会図書室との連携 

 議会図書室と連携し，議会における政策，立案等

の調査・研究を支援します。 

 

 

 H25 H30 

貸出冊数 ０冊 40 冊/年 

②市施設の図書室との相互協力 

 少年科学文化会館及びふくふくプラザなどとの連

携，相互協力化を検討します。 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

議会図書室

との連携 

  

 

   

 

市施設との

相互協力 

     

  

 

 

連携 検討，協議 

協議 議会図書室との連携 
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（３）子どもと本をつないで豊かな心を育む図書館  

 

 部門 図書 

項   目 内   容 

子どもへの読書普及 

 

 

①モデル児童図書目録の配布 

 子どもたちやその保護者等が子どもの本を選ぶ目

安として，各年齢層に応じた本を紹介したリストを

配布し，子どもの読書推進に寄与します。 

 

②新一年生への貸出カードの付与 

 新一年生のうち図書館の貸出カードを所有してい

ない児童を対象として，貸出カードを付与すること

により，読書の普及等を図ります。 

 

 

 H25 H30 

登録者数 

（小 1） 
3,069 人 14,000 人 

③ヤングアダルト層（12 歳～18 歳）への広報活動

の強化 

 総合図書館内にヤングアダルトコーナーを設置

し，推薦図書の展示等を実施するとともに，ヤング

アダルト向けの推薦図書に関するリストを作成・配

布することで，読書普及のための広報を実施します。 

 

④読書活動ボランティア講座の強化 

 読書活動ボランティア講座を開催し，学校や地域

等幅広いボランティアを養成して，地域の読書活動

の推進に寄与します。 
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○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

新一年生 
   

  

  

 

ﾔﾝｸﾞｱﾀﾞﾙﾄ 
     

 

ﾓﾃﾞﾙ児童 

図書目録 

幼児用 

 

     

 

◇配布 

 

小学生用 

 

 

 

 

 

 

初級 

(1・2 年生) 

 

  

 

 

 

 

 

◇配布 

 

中級 

(3・4 年生) 

 

 

読書 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

講座 

    

 

 

    

※モデル児童図書目録については，中級（3・4 年生用）は平成 33 年度， 

 上級（5・6 年生）は平成 36 年度に配布予定。 

 

作成 

計画 

継続的に広報の強化 

貸出カードの付与 検討，協議 

作成 検討，協議 

検討，協議 

準備 初心者向け講座の実施 

経験者向け講座の実施 

 

準備 
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 部門 図書 

項   目 内   容 

学校図書館への支援 ①学校図書館支援センターの設置 

 総合図書館内に学校図書館支援センターを設置

し，学校図書館への人的・物的支援を行います。 

 ・学校図書館への運営等に関する指導，助言 

 ・学校図書館の図書への選書や助言 

 

 

 H25 H30 

学校図書館 

への配本数 
０冊/年 3,200 冊/年 

学校図書館 

への対応件数 
０件/年 100 件/年 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

学校図書館

支援ｾﾝﾀｰ 

  

 

   

 

 

  

※学校図書館支援センターについては，学校指導課と連携して，学校図書館を支援し 

 ていきます。 

 

 

ホームページ運用 

図書の配送 
準

備 

学校図書館への支援 
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（４）総合図書館の特色を生かした図書館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部門 映像 

項   目 内   容 

映像資料部門の強化 ①図書館外施設でのアジア映画上映事業 

 総合図書館が収蔵するアジア映画の作品を，図書

館以外の市の施設で上映し，フィルムの有効化を図

るとともに，映像文化の普及・振興・市民サービス

の促進を行います。 

 

 

 H25 H30 

上映回数 ０回/年 ２回/年 

入場者数 ０人/年 100 人/年 

②広報活動の強化 

 総合図書館が収蔵するアジア映画等のポスター

を，１階ショーケース等において展示し，映像文化

の普及・振興・市民サービスの促進を行います。 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

上映会 

 

   

 

 

    

広報活動 
     

 

  

アジア映画上映 

検討，協議 

ポスターの展示 
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 部門 文書 

項   目 内   容 

文書資料部門の強化 ①歴史的公文書のデジタルデータ化及びシステム化 

 総合図書館ホームページを活用し，インターネッ

トによる情報提供の充実を図ります。 

 また，保存期間満了の福岡市作成の公文書のうち，

歴史的公文書として残す資料の選び出しや関係課と

の移管協議文書作成など，収集に係る事務手続き及

び検索について，システム化を図ります。 

・歴史的公文書目録検索 

・現在マイクロフィルム撮影にて複製保存してい 

 る歴史的公文書の一部デジタルデータ化 

・公開できる歴史的公文書をデジタルデータにて  

 公開 

 ・歴史的公文書管理システムの構築 

 ・公文書検索のシステム化 

 

 

 H25 H30 

閲覧数 
47 件 

(ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ) 

100 件 

(ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ) 

②古文書資料・郷土資料のデジタルデータ化 

 福岡の歴史に係わる古文書資料や郷土資料等のデ

ジタルデータを作成し，情報提供の充実を図ります。 

  

③福岡市文学館の利用拡大 

 市民に認知され，利用しやすい文学館となるよう，

福岡市文学館サテライトである赤煉瓦文化館との連

携を図りながら，事業充実及び広報強化により，文

学館全体の利用拡大を図ります。 

 

 

 H25 H30 

参加者 4,400 人 5,000 人 
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○スケジュール 

 

 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

歴史的 

公文書 

ﾃﾞｰﾀ化  

 

  

 

 

 

 

 

 

 ｼｽﾃﾑ化     

 

 

 

 

 

古文書資料 

・郷土資料 

 

 

    

福岡市 

文学館 

事業 

     

 

デジタルデータ化検討 

企画展の開催 

試験撮影 検討，準備 

運用 システム検討 協議 業務分析 

目録掲載 デジタルデータ化 

公開 

広報強化 
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（５）効率的で効果的な図書館運営  

 

 部門 運営・図書・文書・映像 

項   目 内   容 

図書館運営の強化 

 

①運営方法（民間活力の導入）の検討 

 図書館サービスの向上を図るため，指定管理者制

度などの民間活力の導入を含めた運営方法について

検討します。 

 

②図書館ボランティアとの共働の推進 

 図書館サービスの充実と市民活動の場の提供を図

るため，図書館ボランティアとの共働を推進します。 

 ・図書館ボランティアの養成 

 ・学生のインターンシップの導入 

 

 

 H25 H30 

活動時間 4,084 時間  4,500 時間 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 0 人/年 10 人/年 

③職員の育成及び技術向上 

 利用者が心地よいと感じる図書館となるよう，図

書館職員の接遇研修等を強化します。 

 併せて，図書館職員として専門知識や技術の向上

を目指し，各種研修を実施していくことで，図書館

サービスの向上と充実を図ります。 

 

④施設の有効活用などによる財源確保 

 駐車場の有料化など，既存施設の有効活用を図る

ことで，財源確保につながる取り組みを進めます。 

 また，広告収入やスポンサー制度，寄付などによ

る財源の確保に努めます。 

 

 

 H25 H30 

収入額 785 千円 6,000 千円 
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○スケジュール 

 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

運 営 方 法

( 民間活力

の導入 ) の

検討 

      

 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ) 

   

 

 

 

 

 

   

 

職員の育成 

・技術向上 

     

財源確保 

  

 

 

 

   

 

 

※運営方法については，下記のとおり指定管理者制度の導入を検討中。 

 ・総合図書館（本館）は建物管理に関する業務 

 ・東図書館は全ての分館業務(図書の選定を除く) 

 

駐車場の有料化 

研修等の強化 

ボランティア・インターンシップ 検討・準備 

東（運営） 

総合（建物管理のみ） 
公募・

選定 

検討・ 

準備 

検討 

その他財源の確保 
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 部門 運営 

項   目 内   容 

情報発信の推進 

 

 子どもから高齢者まで分かりやすく，使いやすい

ホームページを目指し，充実を図ります。 

 また，積極的な情報発信としてＲＳＳ機能の追加

やメールマガジンの配信等を実施し，図書館から積

極的な情報発信を行い，図書館利用が少ない層への

利用促進を図ります。 

 

 

 H25 H30 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ 224 万回/年 250 万回/年 

ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ 

登録者数 
０人 5,000 人 

 

○スケジュール 

 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

情報発信 

  

 

 

   

   

 

 

ホームページの改修 

準備 メールマガジンの配信 
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 福岡市総合図書館新ビジョン事業計画及び成果指標 

（平成 26 年度～平成 30年度） 

 

発  行／平成 27年２月 

     福岡市教育委員会総合図書館 

     〒814-0001 福岡市早良区百道浜三丁目７番１号 

     電話  092-852-0600(代表) 

     ＦＡＸ 092-852-0609 

     E-mail library-unei.BES@city.fukuoka.lg.jp 

     ＵＲＬ http://toshokan.city.fukuoka.lg.jp/ 



福岡市総合図書館新ビジョン 事業計画及び成果指標(平成26年度～平成30年度)【概要版】  
   

 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        市民がくつろぎ，本や人と楽しくふれあえる 新たな学び・情報・交流の拠点となる図書館 

 総合図書館は，利用者の高度化・多様化するニーズに対応できる資料・情報を提供する生涯学習施設として，また，内部空間だけでなく外部空間も含めて，快適な空間

を最大限に活用することにより，これまで図書館を利用したことのない人や観光客なども集う場を創出し，多くの市民がくつろぎ，楽しさを共有できる新たな情報・交流

の拠点となる図書館を目指す。 

 

新ビジョンの推進 

基本理念 

誰もが楽しめる魅力ある図書館 

 ・誰もが利用できる図書館サービス 

 ・魅力ある図書館づくり 

 

 

さまざまな情報を求める市民に応える図書館 

 ・資料・情報の幅広い収集・保存 

 ・レファレンスサービスの充実・強化 

 ・ネットワーク機能の充実 

 ・情報化の進展に対応したサービスの向上 

子どもと本をつないで豊かな心を育む図書館 

 ・「福岡市子ども読書活動推進計画」の推進 

 ・学校図書館との連携 

 

 

総合図書館の特色を生かした図書館 

 ・映像資料の公開機能の充実 

 ・公文書資料の有効活用 

 ・福岡の歴史に関わる古文書資料・郷土資料の後世への伝承 

 ・市民に認知される福岡市文学館の環境整備 

４つの図書館像 新たな取り組み 

新ビジョン策定の経緯 

 

平成23年9月～平成24年5月 

 「これからの図書館のあり方について」懇話会を

設置し，意見聴取 

 

平成25年5月 

 「これからの福岡市図書館のあり方」について，

総合図書館運営審議会に諮問  

 

平成25年11月 

 総合図書館運営審議会より答申 

 

平成26年3月  

 「福岡市総合図書館新ビジョン（素案）」を策定 

 

平成26年4月 

 パブリック・コメントを実施 

 

平成26年6月  

 「福岡市総合図書館新ビジョン」を策定 

 

①図書資料の貸出・返却拠点の新設 

 ◇分館の新設 ◇貸出・返却拠点等の新設 

②利用時間の拡大（開館時間，休館日の見直し） 

③図書館イベントの充実 

 ◇大人向けの読書会 

④快適な空間づくり 

 ◇やすらぎと交流の場づくり ◇館内レイアウトの変更 

 
①図書館サービスの充実 

 ◇資料収集の充実 ◇レファレンス（相談）サービスの充実 

 ◇情報提供の充実 ◇ホームページ等の複写サービス  

 ◇無線ＬＡＮ環境の整備 

②地域読書活動への支援 

 ◇団体貸出先の拡大 ◇公民館等の読書活動への支援 

③市関連施設の図書室との相互協力 

①子どもへの読書普及事業 

 ◇モデル児童図書目録の配布 ◇新一年生への貸出カードの付与 

 ◇ヤングアダルト層（12～18歳まで）への広報活動の強化 

 ◇読書活動ボランティア講座の強化 

②学校図書館への支援 

 ◇学校図書館支援センターの設置 

①映像資料部門の強化 

 ◇図書館以外でのアジア映画上映 ◇広報活動の強化 

②文書資料部門の強化 

 ◇歴史的公文書のデジタルデータ化及びシステム化 

 ◇古文書資料，貴重郷土資料のデジタルデータ化 

 ◇福岡市文学館事業の利用拡大 

①図書館運営の強化 

 ◇運営方法（民間活力の導入）の検討  ◇職員の育成及び技術向上 

 ◇図書館ボランティアとの共働の推進 

 ◇施設の有効活用などによる財源確保 

②情報発信の推進 

４つの図書館像の実現を支える効率的で効果的な図書館運営 

 ・民間活力の導入を含めた運営方法について検討 

 ・施設の有効活用や自主財源の確保 

 ・職員の専門知識や技術の向上 

 ・積極的に情報を発信及び提供 

 

平成27年2月 

 「福岡市総合図書館新ビジョン」 

 事業計画及び成果指標（H26～H30）を策定 

 

「福岡市総合図書館新ビジョン」は，平成26年度

を始期とする10年間を計画期間としており，新ビ

ジョン推進のため，重点的に取り組む具体的な施

策・事業について５年ごとにその事業計画を作成し，

成果指標を定めて計画的に事業を実施していくも

の。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点的に取り組む主な施策・事業 

新ビジョン 項　　　目 H26 H27 H28 H29 H30

貸出・返却拠点の新設

利用時間の拡大

快適な空間づくり

図書館サービスの充実

地域読書活動への支援

市関連施設の図書室との相互協力

子どもへの読書普及

学校図書館支援センター

映像部門の強化

文書部門の強化

図書館運営の強化

情報発信の充実

展　　　　　　　　開

４つの図書館像の実現を支える
効率的で効果的な図書館運営

誰もが楽しめる魅力ある図書館

さまざまな情報を求める
市民に応える図書館

子どもと本をつないで
豊かな心を育む図書館

総合図書館の特色を生かした
図書館

◇設置(木の葉モール) ◇設置(南区南部)

◇実施(総合・東)

◇モデル児童図書目録配布(幼児用)

リニューアル(段階的に実施)計画

電子メールレファレンスサービスの実施

無線ＬＡＮサービスの実施

公民館等の読書活動への支援

議会図書室との連携

学校図書館への支援準備

新一年生へ貸出カードの付与

◇モデル児

童図書目録

配布(初級)

読書ボランティア講座の実施

図書館以外でのアジア映画上映

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化

公開

総合(一部)・東に指定管理者制度

福岡市文学館の企画展

歴史的公文書の

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ化準備

民間活力導入の検討

インターンシップ制度

駐車場の有料化

メールマガジン配信

準備

準備

準備

準備

準備

準備

準備

工事

継続的に検討，協議

検討(段階的に実施)

H25 H30

貸出拠点数 13地点 15地点

返却拠点数 21地点 25地点

H25 H30

ﾚﾌｧﾚﾝｽ件数

(電子ﾒｰﾙ) 0件／年 1,500件／年

H25 H30

個人登録者数

（小1）
3,069人 14,000人

H25 H30

ｱｼﾞｱ映画上映回数 ０回/年 ２回/年

入場者数 ０人/年 100人/年

H25 H30

47件 100件

(ﾏｲｸﾛﾌｨﾙﾑ) (ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ)
公文書資料閲覧数

H25 H30

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ総活動時間 4,084時間 4,500時間

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ受入人数 0人/年 10人/年

H25 H30

広告料等収入額 785千円 6,000千円

H25 H30

貸出団体数 344団体 390団体

配本冊数 236,455冊 244,000冊

H25 H30

貸出冊数 ０冊 40冊/年

H25 H30

文学館事業参加者数 4,400人 5,000人

H25 H30

学校図書館

への配本数
０冊/年 3,200冊/年

H25 H30

学校図書館

への対応件数
０件/年 100件/年

H25 H30

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱｸｾｽ数 224万回/年 250万回/年

H25 H30

ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

登録者数
０人 5,000人

H25 H30
入館者数 4,224千人/年 5,500千人/年



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果指標 

図書館利用者の満足度（図書館サービスに対して満足している図書館利用者の割合） 

 【現在】 75.5％  → 【平成30年度】 85％  → 【平成35年度】 90％ 

事業評価 

 

  

 

  

 【平成30年度】 

入館者数    5,500千人 

個人貸出冊数 5,200千冊 

貸出利用者数 1,400千人 

新規登録者数    45千人 

【平成25年度】 

入館者数   4,224千人 

個人貸出冊数 4,633千冊 

貸出利用者数 1,291千人 

新規登録者数    30千人 

目標数値 

今後の運営体制のあり方 

改 善 

10年後 

５年後 

 

新規事業の実施 

及び 

図書館サービスの充実 

(利用時間の拡大や   

アウトリーチ活動など) 

 

 

 

 

 

 新ビジョンを着実に推進していくため，年度ごとに図書館サービスや業務について評価を行い，進行管理を行う。 

 

 

 

【平成35年度】 

入館者数    6,000千人 

個人貸出冊数 6,000千冊 

貸出利用者数 1,500千人 

新規登録者数    60千人 

 

人的資産 

・財源 

の再配分 

【主な市の業務】 

 ・図書，文書，映像資料の収集保存，調査研究 

 ・上記資料を活用した事業 

 ・読書普及事業（企画調整を含む） 

 ・学校図書館や地域読書活動に対する支援 

 ・総合図書館新ビジョンの推進         など  

 

【主な指定管理者の業務】H28～ 

 総合図書館 

  ・建物管理全般（清掃，警備等） 

  ・利用案内，地域情報の提供発信 

  ・ホール等の利用許可，使用料徴収 など 

 東図書館 

  ・図書サービス業務（貸出返却，排架，整理等） 

  ・読書普及事業 など 

図書館行政の根幹部分は市が担い，民間の能力を活用できる部分は民間事業者に任せることで，サービスの向上を図ります。 

事業実施 
アンケートの実施 

(毎年4月) 

内部評価 

(毎年6月) 

外部評価 

(毎年7月) 
公表 

 

・運営審議会委員及び外部委員の４名程度で構成 

・事業について客観的に評価し，市に報告 

 

福岡市図書館評価委員会(仮称) 
事業評価の流れ 

【指定管理制度による主な効果】 

 総合図書館 

 ・建物管理の各委託契約における事務や連絡調整，また職員が担っている管理 

  業務等を指定管理業務とすることによる行政のスリム化 

 ・技術資格や専門知識を持つスタッフにより，迅速かつ柔軟な対応や計画的な 

  管理が図られる 

 ・快適な空間づくり等の面で，民間のノウハウを活用 

 

 東図書館 

 ・読書普及事業実施等の面で，民間ネットワークを活用できる 

 ・接遇面等についての専門的研修を受けた窓口スタッフが配置できる 

 

 

 

 

 

 

  

業務の分担 

 
効

果 



 

 

福岡市総合図書館条例の一部改正について 

 

 

１ 改正の理由 

福岡市総合図書館の適正かつ効果的な運営を図るため，当該施設の管理を指定管理者に行

わせるとともに，福岡市東図書館の新築移転に伴い，その位置を改める等の必要があるので，

所要の改正を行うもの。 

 

２ 改正の内容 

  ○指定管理者に関する規定を設ける。 

  ○香椎副都心公共施設内に移転する東図書館の位置を東区香住ケ丘一丁目から東区千早

四丁目に改める。 

 ○文書資料の範囲を明確にするため，郷土資料と文学資料を加える。 

 

 

３ 施行期日 

  平成 27 年４月１日 

  ただし，第２条の改正規定は，公布の日から，別表第１福岡市東図書館の項の改正規定は，

教育委員会規則で定める日から施行する。 

 

 

＜参 考＞ 市と指定管理者との主な業務区分 

  ○総合図書館 

市の業務 指定管理者の業務 

・図書，文書，映像資料の収集保存 

・図書，文書，映像資料の調査研究 

・図書，文書，映像資料を活用した事業 

・図書サービス業務（貸出返却，排架，整

理，レファレンス等） 

・読書普及事業（企画調整含む） 

・学校図書館や地域読書活動への支援 

・総合図書館新ビジョンの推進   等 

・建物管理全般(設備保守・点検，警備，

清掃等) 

・ホール等の利用許可，使用料徴収 

・施設案内，地域情報の提供発信 

・やすらぎの場づくり 

・交流の場づくり（自主企画事業等） 

・施設空間の有効活用     等 

 

○東図書館 

市の業務 指定管理者の業務 

・図書資料の収集保存 

 

・図書サービス業務（貸出返却，排架，

整理，利用案内等） 

・読書普及事業        等 

 

報告２ 



福岡市総合図書館条例（平成８年福岡市条例第 30号）の一部を改正する条例案 新旧対照表 

 

現   行 改 正 案 

（第１条 略） 

第２条 総合図書館は，次の各号に掲げる事業を

行う。 

⑴⑵ 略 

 ⑶ 本市に関する歴史的文化的価値を有する公

文書，古文書その他必要な資料（以下「文書

資料」という。）を収集し，整理し，及び保

存して，市民の利用に供すること。 

⑷～⑻ 略 

 

 

 

（第１条 略） 

第２条 総合図書館は，次に掲げる事業を行う。 

⑴⑵ 略 

 ⑶ 本市に関する歴史的文化的価値を有する公文

書，古文書，郷土資料，文学資料その他必要な資

料（以下「文書資料」という。）を収集し，整理

し，及び保存して，市民の利用に供すること。 

⑷～⑻ 略 

 

（指定管理者による管理） 

第18条 教育委員会は，総合図書館の管理を地方自治

法（昭和22年法律第67号）第244条の２第３項に規定

する指定管理者（以下「指定管理者」という。）に

行わせることができる。 

２ 指定管理者が行う総合図書館（分館を除く。）の

管理に関する業務は，次に掲げるとおりとする。 

⑴  第２条第７号及び第８号に掲げる事業に関 

する業務 

⑵  第５条第１項に規定する利用の許可（会議室

に係るものに限る。）に関する業務 

⑶ 第６条第１項に規定する利用の制限に関する

業務 

⑷ 第７条に規定する入館の制限に関する業務 

⑸ 第９条に規定する特別な設備の設置（会議室

に係るものに限る。）に関する業務 

⑹ 第10条に規定する使用料の徴収（会議室に係

るものに限る。）に関する業務 

⑺ 第11条に規定する手数料の徴収に関する業務 

⑻ 第12条第１項に規定する撮影，模写又は模造

の許可（文書資料に係るものを除く。）及び同

項第２項に規定する手数料の徴収に関する業務 

⑼ 第14条に規定する観覧料等（使用料（会議室に

係るものに限る。）及び手数料に限る。）の減

免に関する業務 

 

 



 

現   行 改 正 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑽ 総合図書館の施設，付属設備等の維持及び修

繕に関する業務 

⑾ 前各号に掲げるもののほか，教育委員会が必

要と認める業務 

３ 指定管理者が行う総合図書館（分館に限る。）の

管理に関する業務は，次に掲げるとおりとする。 

⑴  前項第３号，第４号及び第７号に掲げる業務 

⑵ 第２条第１号（市民の利用に供することに限

る。），第２号（市民の利用に供することのう

ち貸出をした映像資料の返却に係るものに限

る。），第４号及び第６号から第８号までに掲

げる事業に関する業務 

⑶ 第12条第１項に規定する撮影，模写又は模造

の許可及び同項第２項に規定する手数料の徴

収に関する業務 

⑷ 前３号に掲げるもののほか，教育委員会が必

要と認める業務 

 

（指定管理者の指定） 

第19条 教育委員会は，総合図書館の管理を指定管

理者に行わせようとするときは，教育委員会規則

で定めるところにより，総合図書館（分館を除

く。）又は各分館について，指定管理者の指定を

受けようとする者を公募するものとする。ただ

し，総合図書館の管理上緊急に指定管理者を指定

する必要がある場合その他特別な事情があると

教育委員会が認める場合は，この限りでない。 

２ 指定管理者の指定を受けようとする者は，教育

委員会規則で定めるところにより，教育委員会に

申請しなければならない。 

３ 教育委員会は，前項の規定による申請があった

ときは，次に掲げる基準により最も適切な管理を

行うことができると認める者を指定管理者に指

定するものとする。 

⑴ 市民の正当かつ公平な利用を確保すること

ができるものであること。 

⑵ 総合図書館の効用を十分に発揮させるとと

もに，その管理に要する経費の縮減が図られる

ものであること。 

 

 



 

 

 

現   行 改 正 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 総合図書館の管理をするために必要な経済的

基礎及びこれを的確に遂行するために必要なそ

の他の能力が十分であること。 

⑷ 前３号に掲げるもののほか，教育委員会が必

要と認める基準 

 

（指定等の告示） 

第20条 教育委員会は，指定管理者の指定をしたと

きは，速やかに教育委員会規則で定める事項を告

示しなければならない。告示した事項に変更があ

ったときも，また同様とする。 

 

（指定の取消し等） 

第21条 地方自治法第244条の２第11項に規定する

指定管理者による管理を継続することが適当でな

いと認めるときは，次の各号のいずれかに該当す

るときとする。 

⑴ 地方自治法第244条の２第10項の規定による

報告の要求又は調査に対し，これに応じず，又

は虚偽の報告をし，若しくは調査を妨げたとき。 

⑵ 第19条第３項各号に掲げる基準を満たさなく

なったと認めるとき。 

⑶ 次条に規定する管理の基準を遵守しないと

き。 

⑷ 偽りその他不正な手段により指定を受けたと

き。 

⑸ 前各号に掲げるもののほか，当該指定管理者

による管理を継続することが適当でないと認め

るとき。 

２ 前条の規定は，地方自治法第244条の２第11項の

規定により指定を取り消し，又は期間を定めて管

理の業務の全部若しくは一部の停止を命じた場合

について準用する。 

 

（管理の基準） 

第22条 指定管理者は，法令，この条例，この条例

に基づく教育委員会規則その他教育委員会の定め

るところに従って適正に総合図書館の管理を行わ

なければならない。 



 

 

現   行 改 正 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（指定管理者の原状回復義務等） 

第23条 指定管理者は，その指定の期間が満了した

とき，又は地方自治法第244条の２第11項の規定

により指定を取り消され，若しくは期間を定めて

管理の業務の全部若しくは一部の停止を命じら

れたときは，管理をしなくなった総合図書館の施

設，付属設備等を速やかに原状に回復しなければ

ならない。ただし，特別の事情があると教育委員

会が認めるときは，この限りでない。 

２ 指定管理者がその責めに帰すべき理由により，

総合図書館の施設，付属設備等を破損し，滅失し

，又は汚損して本市に損害を与えたときは，これ

を原状に復し，又はその損害を賠償しなければな

らない。 

 

（指定管理者に関する読替え） 

第24条 第18条第１項の規定により総合図書館

(分館を除く。)の管理を指定管理者に行わせる場

合における第５条第１項，第６条第１項，第７条，

第９条（第３項を除く。），第10条，第12条第１

項及び第14条の規定の適用については，第５条第

１項中「映像ホール及び会議室」とあるのは「会

議室」と，「教育委員会の」とあるのは「指定管

理者の」と，第６条第１項各号列記以外の部分，

第７条及び第９条（第３項を除く。）中「教育委

員会」とあるのは「指定管理者」と，第10条中「使

用料」とあるのは「使用料（会議室に係るものに

限る。）」と，第12条第１項中「図書資料等」と

あるのは「図書資料等（文書資料を除く。）」と，

「教育委員会の」とあるのは「指定管理者の」と，

第14条中「教育委員会が」とあるのは「指定管理

者が教育委員会の定める」と，「観覧料等」とあ

るのは「使用料（会議室に係るものに限る。）及

び手数料」とする。 

 

 

 

 

 

 



現   行 改 正 案 

 

 

 

 

 

 

 

 

（総合図書館運営審議会） 

第18条 総合図書館の運営に関する事項を調査

審議するため，福岡市総合図書館運営審議会

（以下「審議会」という。）を置く。 

 ２～５ 略 

 
（委任） 

第19条 この条例に定めるもののほか，総合図書

館の管理に関し必要な事項は，教育委員会規則

で定める。 

 

別表第１ 

名称 位置 

福岡市東図書館 福岡市東区香住ケ丘一丁目 

（省略）  

 

別表第２及び別表第３ 略 

２ 第18条第１項の規定により総合図書館（分館に

限る。）の管理を指定管理者に行わせる場合にお

ける第６条第１項，第７条及び第12条第１項の規

定の適用については，第６条第１項各号列記以外

の部分及び第７条中「教育委員会」とあるのは「

指定管理者」と，第12条第１項中「教育委員会の

」とあるのは「指定管理者の」とする。 

 

（総合図書館運営審議会）  

第25条 総合図書館の運営に関する事項を調査審

議するため，福岡市総合図書館運営審議会（以下

「審議会」という。）を置く。 

２～５ 略 

 

（委任） 

第26条 この条例に定めるもののほか，総合図書館

の管理に関し必要な事項は，教育委員会規則で定

める。 

 

別表第１ 

名称 位置 

福岡市東図書館 福岡市東区千早四丁目 

（省略）  

 

別表第２及び別表第３ 略 

 

附 則 

この条例は，平成27年４月１日から施行する。ただ

し，第２条の改正規定は，公布の日から，別表第１福

岡市東図書館の項の改正規定は，教育委員会規則で定

める日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 













　１　平成２７年度予算

　１　給与費等

　２　管理運営費

一般管理費

施設管理費

分館運営費

学校図書館支援センター運営費

　３　主催事業費

講座等経費

映像企画事業等経費

図書館外施設でのアジア映画上映

　４　資料収集経費

図書・文書資料購入費

映像資料購入費

図書整理費

文書資料整理等経費

収集保存等経費

　５　図書利用サービス費

一般利用サービス費

団体貸出運営費

こども図書館運営費

　６　国連寄託図書館経費

　７　文学館費

文学館管理運営費

文学館事業費

　８　施設整備費

総合図書館施設整備費

図書館分館整備事業

2,465

1,523

△ 5,064

33,438

映像機器の更新 4,000 8,000

84,304

170,743161,170

1,523

2,371

457

159,116

1,307

29,944

161,944

33,100

11,740 11,794

32,717

0

14,895

△ 4,000

0

624

△ 578

△ 3,156

2,936

22,334 30,568 △ 8,234

9,018 9,331

事　　　　　　　　項
金　　　額（千円）

２７年度 ２６年度 増減

314,878 319,396 △ 4,518

190

162,132

159,146

2,796

1,523,038

485,047

△ 313

合　　　　　計 402,609

95,407

14,290

11,356

2,934

14,172

△ 9,573

11,238

2,934

170,121

246,307

1,925,647

462,713 64,839

89,368

3,043

3,064

397,874

389,640

3,330

164,914

332,210

△ 624

0

0

△ 267

△ 118

△ 721

△ 54

26,909

5,207

5,335 0

329,146

775,900 748,991

　平成２７年度予算及び機構について

394

14,895

5,335

3,032

△ 118

188

30

425

249,339

新ビジョン推進経費

総合図書館活動評価経費

△ 106

500 0 500

1,413

報告３ 



２　機構

1 (1) 0 (0) 1 (1)

0 (0) 0 (0) 0 (0)

1 (1) 1 (1) 0 (0)

1 (1) 1 (1) 0 (0)

3 (3) 3 (3) 0 (0)

4 (4) 3 (3) 1 (1)

1 (1) 1 (1) 0 (0)

13 (13) 4 (4) 9 (9)

11 (9) 4 (5) 7 (4)

16 (16) 3 (3) 13 (13)

7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (6) 0 (0) 7 (6)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (6) 0 (0) 7 (6)
7 (7) 0 (0) 7 (7)
7 (7) 0 (0) 7 (7)

1 (1) 1 (1) 0 (0)

5 (5) 3 (3) 2 (2)

4 (4) 2 (2) 2 (2)

7 (7) 3 (3) 4 (4)

0 (0) 0 (0) 0 (0)

4 (4) 2 (2) 2 (2)

2 (2) 2 (2) 0 (0)

144 (140) 33 (34) 111 (106)

内　訳
人員

図書サービス課長

図 書 館

※ 注：（　）内は26年度

中  央
南
城  南

博  多
博多南

職員数 嘱託員数

図 書 館

図 書 館

館 長

副 館 長 (管理部長事務代理）

文学・文書課

西　部

図書サービス課

図 書 係

読 書 普 及 係

相 談 係

資 料 係

図 書 館

東

映 像 資 料 課

管 理 部 長

運 営 課 長運 営 課

早  良

図 書 館

主 任 学 芸 主 事

合　計

文 学 ・ 文 書 課 長

映 像 資 料 課 長
( 管理部長事務取扱）

古 文 書 係

文 学 係

映 像 資 料 係

西

運 営 係

図 書 館
図 書 館

図 書 館

図 書 館
和　白

図 書 館

企 画 係
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平成２７年度事業計画について 
 
 平成２６年６月に策定した「福岡市総合図書館新ビジョン」に基づき，高度化・多様化する利用者の

ニーズに応えるため，サービスや利便性の向上を図り，魅力ある図書館づくりを推進する。 

 「福岡市総合図書館新ビジョン」は，平成２６年度を始期とする１０年間を計画期間としており，新

ビジョン推進のため，平成２７年度に重点的に取り組む事業及び各部門において実施する事業は次のと

おりとする。 

  
Ⅰ  重点事業   
 
(1) 東図書館移転整備(香椎副都心公共施設整備事業） 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

東図書館移転整備 

(香椎副都心公共 

施設整備事業） 

 

  平成２６年度から整備工事を進めている香椎副

都心公共施設内への東図書館の移転準備として，

備品等の整備を行う。また，東図書館として特色

をもった図書の選定を行う。 

平成 28年 6 月 

(公共施設) 

供用開始予定 

 

 

指定管理者制度の 

導入準備 

【新規】 

 

 

平成２８年度から東図書館（選書を除く）に指

定管理者制度を導入するため，指定管理者選定・

評価委員会を設置し，事業者の公募を行い，指定

管理者を選定する。 

 

 

平成 27 年 10 月

頃に候補者を決

定する予定 

 

(2) 学校図書館支援センター 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

学校図書館支援 

センターの 

本格運用開始 

【新規】 

 

 各学校が，学校図書館を効果的に運用できるよ 

うに，学校図書館関係者を対象とし，「情報」 

「ひと」「もの」の３点から支援を行う。 

 また，小４～６年を対象とした小学生読書リー 

ダー養成講座を実施する。 

平成27年度 

本格運用 

 

 

 

 

(3) 貸出・返却サービスの充実 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

貸出・返却拠点の 

新設 

【新規】 

 平成２７年度は，中央区荒戸の「ふくふくプラ

ザ」内に返却拠点を設置する予定。 

 また，南区内における候補地の検討を行う。 

平成27年度 

設置 

 

 

 

議題１ 
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(4) レファレンス（相談）サービスの充実 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

電子メールによる 

レファレンス 

サービス 

【新規】 

  電子メールによるレファレンスサービスを実施

し，利用者への図書館サービスの充実と利便性の

向上を図る。 

 

平成27年度 

 

 

 

 

(5) 地域読書活動への支援 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

公民館等の読書活動 

への支援 

【新規】 

  地域において図書館活動を行っている公民館や

留守家庭子ども会等を訪問して，図書コーナー

（室）の運営や環境整備への助言や支援等を実施

するため，関係部署等と協議を行う。 

平成28年度 

実施予定 

 

 

(6) 市関連施設の図書室との相互協力 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

市関連施設の 

図書室の相互協力 

【新規】 

 平成２７年２月から，市議会議員等の調査・

研究を支援するため，議会図書室へ図書資料の

貸出を行っている。 

平成27年2月

から実施 

(議会図書室) 

 

 (7) 図書館外施設でのアジア映画上映事業 

 
(8) 効率的で効果的な図書館運営 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

指定管理者制度の 

導入の準備   

【新規】 

 

 

平成２８年度より総合図書館（建物管理等）に

指定管理者制度を導入するため，指定管理者選

定・評価委員会を設置し，事業者の公募を行い，

指定管理者を選定する。 

 

平成 27 年 10 月

頃に候補者を決

定する予定 

 
 
 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 こんにちは！ 

 シネラです 

 【新規】 

 

   総合図書館が収蔵しているアジア映画の作品を，   

 図書館以外の市の施設で上映し，フィルムの有効 

 活用を図る。 

 

 平成 27年 10 月 

 予定 
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(9) 新ビジョンの推進 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

新ビジョンの 

進行管理と評価 

【新規】 

 

事業計画に基づいて，新ビジョンを着実に推進

していくために，年度ごとに図書館サービスや業

務についてのアンケート実施及び内部評価を行

う。さらに福岡市図書館評価委員会（仮称）を設

置して外部評価を行い，結果を公表する。 

 

 

平成 27年 7 月 

外部評価及び 

公表 
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Ⅱ  部門別事業計画                ※再・・・重点事業からの再掲 
 

１ 図書館全体 
 

(1) 分館整備事業                                           

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

東図書館移転整備 

(香椎副都心公共 

施設整備事業）再 

  平成２６年度より整備工事を進めている香椎副

都心公共施設内への東図書館の移転準備として，

備品等の整備を行う。 

平成 28年 6 月 

(公共施設) 

供用開始予定 

新たな分館の検討 

【新規】 

 市民局において検討を進めている「早良区地域

交流センター」内への分館設置に向けた検討を行

う。 

関係部局と協議 

 

 

(2) 快適な空間づくり事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

やすらぎと交流の場 

づくり 

【新規】 

 

 エントランスホールや正面玄関前広場等を活用

した快適な空間づくりや，館内レイアウトの一部

見直しのため，市民ニーズの把握を含めた民間コ

ンサルタントによる調査を行う。 

平成28年度以降 

段階的に実施 

 

 

 

(3) 効率的で効果的な図書館運営 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

指定管理者制度の 

導入の準備  

【新規】      再 

 

 

平成２８年度より総合図書館（建物管理等）及

び東図書館（選書を除く）に指定管理者制度を導

入するため，指定管理者選定・評価委員会を設置

し，事業者の公募を行い，指定管理者を選定する。 

 

平成 27 年 10 月

頃に候補者を決

定する予定 

 

(4) 財源確保に係る事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

ふくおか応援寄付 

【新規】 

「ふくおか応援寄付」制度による寄付金により，

図書購入費等の財源確保を図る。 

平成 27 年度 

上半期中 

 

広告収入の拡充 

【拡充】 

 

 

 広告収入等の財源確保の拡充を図っていく。 

 また，「雑誌スポンサー」制度による図書資料等

の寄付について検討する。 

 

平成 27 年度 

実施 
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(5) 利用時間の拡大 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

開館時間，休館日の   

見直し 

【拡充】 

 図書館利用者の利便性の向上を図るため，開館

時間及び休館日の見直しについては，段階的な実

施に向けて，継続的な検討を行う。   

平成 28 年度 

実施予定 

(総合，東) 

 

(6) 市民との共働事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

図書館ボランティア 

との共働 

【拡充】 

 

 図書館サービスの充実と市民活動の場の提供を

図るため，図書館ボランティアの活動範囲の拡大

等について検討する。  

 

 

平成 27 年度 

実施 

継続 60 名 

新規 40 名 

インターンシップ 

制度の導入 

【新規】 

 各部門においてインターンシップ制度の導入に

ついて検討し，提携する大学等と協議をする。 

 

平成 28 年度 

制度導入予定 

 

 

(7) 研修事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

専門研修 

【拡充】 

 図書館職員として専門知識や技術向上を目指し

た研修を実施する。 

各部門ごとに 

実施 

接遇研修 

 

 

 

 各館の窓口での接遇をより向上させるため，基

本的な発声，表情，身のこなしを身に着けて，仕

事に自信を持たせるとともに利用者への好感度を

アップさせる。 

年 1回 

委託・派遣も含

め全員参加 

実演訓練 

基礎研修 

【新規】 

 

 基礎的なビジネスマナーやコンプライアンスな

どの基礎知識について，ビデオ等を用いた振り返

り研修を実施し，利用者サービスの向上を図る。 

年 4回 
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(8) 危機管理対策事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

防火基礎研修 

 

 

 防火対策及び消防設備等の基礎知識を学び，日

頃からの防火意識を高め，いざという時に適切な

対応ができるよう研修を行う。 

平成 27 年度 

上半期中 １回 

 

災害時避難訓練 

 

 

火事・地震を想定した避難誘導訓練と消火器及

び屋内消火栓の実地訓練を行う。 

また，消防局の協力によるＡＥＤの操作訓練。 

平成 27 年度 

下半期中 １回 

 

 

(9) 見学・視察受入等事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

見学・視察受入 

 

小学校，中学校，高校，各種学校の他，自治体，

図書館関連機関等からの受け入れ要請に対しスケ

ジュール調整，受け入れ準備，受け入れを行う。 

 

すべての要請に

対応する 

 

バックヤードツアー 

 

見学視察が比較的少なくなる11月から翌年3月

にかけて，一般および親子を対象とする図書館の

裏側を紹介するツアーを実施する。 

 

 

各回15名×10回 

150 名の参加 

 

(10) 情報発信事業 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

メールマガジンの 

配信 

【新規】 

 図書館でのイベント情報，新刊本の紹介や各部

門からのお知らせなど，積極的な情報発信を行い，

図書館利用者の拡大を図る。 

平成 27 年度 

下半期開始予定 

(月 2 回程度) 

ホームページの改修 

 

 子どもから高齢者まで分かりやすく，使いやす

いホームページを目指し，改修する。 

平成 27 年度 

下半期中 

 

(11) 新ビジョンの推進 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

新ビジョンの 

進行管理と評価 

【新規】      再 

 

事業計画に基づいて，新ビジョンを着実に推進

していくために，年度ごとに図書館サービスや業

務についてのアンケート実施及び内部評価を行

う。さらに福岡市図書館評価委員会（仮称）を設

置して外部評価を行い，結果を公表する。 

 

 

平成 27年 7 月 

外部評価及び 

公表 
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２ 図書資料部門 
 

(1) 図書資料の収集・整理・保存 

    総合図書館は各分館との緊密なネットワークを構成し，図書，逐次刊行物，新聞の収集につ

いて，一層の充実に努め，本館での基本資料の一元的保存を行う。 

  

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

資料収集の充実 

【拡充】    

公共図書館としての役割を発揮するため，図書 

資料の収集方針の見直しを行う。 

 
平成27年7月 

 東図書館移転整備 

 

       再 

  東図書館の移転準備として，特色をもった図書 

の選定を行う。 

 

平成 28年 6 月 

(公共施設) 

供用開始予定 

 

(2) 貸出・返却サービスの充実 

    交通不便等の理由により来館困難な方への利用者サービスの向上を図るため，市中心部，交

通結節点など市内７カ所に図書返却ポスト等を設置し，福岡県立図書館との相互返却サービス

の提供を行うとともに有料宅配サービスを実施している。 

さらに，福岡都市圏域住民の利便性の向上を図るため，福岡都市圏の公立図書館において広

域利用が可能となっている。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

貸出・返却拠点等の 

新設 

【新規】    再 

 

 

 

図書館サービスが行き届かない地域に対して， 

交通の便の良い公共施設などに図書の貸出・返却 

拠点の新設を推進し，図書館利用者の利便性の向 

上を図る。 

平成２７年度については，中央区荒戸の「ふく 

ふくプラザ」内に返却拠点を設置する予定。 

 また，南区内における候補地の検討を行う。 

平成27年度 

設置 

 

 

 

福岡都市圏図書館 

等の広域利用 

 

 

日常生活圏の広域化にあわせ，福岡都市圏の図 

書館等は，図書の貸出対象の居住者要件を，当該 

市町村居住者から福岡都市圏全体の居住者に拡大 

している。 

平成13年度から

継続 
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(3) レファレンスサービスの充実 

     利用者から寄せられる質問・相談に対し，一般参考，人文科学，社会科学，自然科学，国際，

国連などの所蔵資料やオンラインデータベース等の電子情報を活用して，レファレンスサー 

ビスの充実を図る。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

レファレンス（相談） 

サービスの充実 

【新規】      再 

 

  電子メールによるレファレンスサービスを実施し，

利用者への図書館サービスの充実と利便性の向上   

を図る。 

平成27年度 

 

 

レファレンス協同 

データベース事業 

におけるレファレ 

ンス事例の提供 

 国立国会図書館が実施する同事業を通じて，総

合図書館におけるレファレンス事例の中から選択

したものを，平成２５年５月から一般公開してい

る。 

平成25年度から

継続 

 

 

情報提供の充実 

【拡充】 

 

 

ビジネス支援や子育て支援などの課題解決に対

して，本市関連部局及び国・県等関係機関と連携

を図りながら，図書館資料を活用した情報提供な

どを行う。 

展示回数の増加 

 

 

 

ホームページの複写 

サービス 

【拡充】 

福岡市及び国等のホームページに掲載されたイ

ンターネット情報を利用者の調査研究に役立てる

ため，同資料を収集し，複写サービスを提供する。 

平成27年度 

本格実施 

 

 

(4) 各種図書館間協力ネットワークの構築 

県内公共図書館，国立国会図書館，大学図書館，専門図書館との相互協力ネットワークの 

推進を図る。 

    

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

国立国会図書館 

総合目録ネット 

ワークへの参加 

 

 

  公共図書館における資料の共有化，書誌サービ

スの標準化と効率化を図るため，同ネットワーク

に参加し，当館書誌データの提供や，国立国会図

書館及び参加図書館の書誌データ検索を実施して

いる。 

平成11年度から

継続 

 

 

 

 福岡県図書館協会の 

相互貸借 

 

 

 相互貸借の円滑化により図書館サービスの充実

を図るため，福岡県内の公共図書館，大学図書館，

学校図書館，専門図書館の４団体間で，相互貸借

を実施している。 

平成18年度から

継続 

 

 

大学図書館との 

ネットワーク 

 

大学図書館の資料を市民が利用できるようにす

るため，平成１３年３月から相互貸借を開始し，

現在は９大学１３図書館と実施している。 

平成12年度から

継続 
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市関連施設の 

図書室の相互協力 

【新規】    再 

        

 

 市関連施設の図書室の相互協力を推進すること

により，利用者サービスの向上を図る。 

 平成２６年度から，市議会議員等の調査・研究

を支援するため，議会図書室へ図書資料の貸出を

行っている。 

平成27年2月 

から実施 

(議会図書室) 

 

 

 国立国会図書館 

デジタル化資料 

送信サービスの 

提供 

 

 国立国会図書館がデジタル化した資料のうち，

絶版等の理由で入手困難な資料約１３１万点につ

いて，総合図書館が設置する端末から閲覧するこ

とができるサービスを平成２６年１月２１日から

提供している。 

平成25年度から

継続 

 

 

 

 

(5) 読書普及活動 

      読書活動ボランティア講座や講演会等を行う。 

   なお，大人向けのイベントの実施に向けて検討を行う。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

読書活動 

ボランティア講座 

（初心者コース） 

（経験者コース) 

【拡充】 

  地域における子どもの読書活動を推進するた

めのボランティアの資質向上を図ることを目的

として実施する。 

 

平成27年 

５月～10月 

 

 

 

 おはなし会 

 

 

 

乳幼児から小学校低学年児童を対象として絵 

本の読み聞かせや紙芝居などを行い，本への親 

しみと読書の楽しさを伝え，読書習慣の養成を 

図る。 

毎週土，日曜日 

 

 

 

赤ちゃん向け 

おはなし会 

 

 

 

  ０～２歳児と保護者を対象として絵本の読み 

聞かせやわらべうたを行い，ブックスタートを 

をきっかけに，高まっている絵本への関心を持 

ち続け，さらに読み聞かせの楽しさや絵本への 

親しみを育むことを目的として実施する。 

毎月第２金曜日 

 

 

 

 

夏休み図書館の 

達人講座 

 

 

   子ども達に夏休みの自由研究等にも役立つ， 

図書館を利用した調べ学習の方法を学んでもら

い，図書館利用に関する基本的知識を習得して 

もらう。  

平成27年8月 

 

 

 

企画展示 

 

 

 

 

各部門においてテーマを設定し，テーマに沿っ

た図書の展示やブックリストの配布などを行う。 

なお，10月は図書館マンスとし，全館統一テー

マを定め，各館・各部門において，サブテーマを

設定し，図書の展示等を行う。 

毎月 
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(6) モデル児童図書目録の発行   

  子どもたちやその保護者等が，子どもの本を選ぶ目安として，各年齢層に応じた本を紹介 

したリストを配布し，子どもの読書推進に寄与する。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

モデル児童 

図書目録の発行 

【拡充】 

 

 

 

 

今後の発行方法や形態等について検討する。 

※発行状況 

 幼児用 平成12年2月発行 

     平成27年3月改訂版を発行予定 

  初級（小学1・2年生） 平成15年11月発行 

  中級（小学3・4年生） 平成20年 3月発行 

  上級（小学5・6年生） 平成24年 3月発行 

平成27年度 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 地域読書活動への支援 

団体貸出サービスの充実をはかり，公民館等の図書コーナー等の運営や環境整備への支援を

推進する。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

団体貸出先の拡大 

【拡充】 

 

  団体貸出の効率化を図るとともに，入所施設， 

 病院等への団体貸出の拡大を図る。 

平成27年度 

 

 

公民館等の読書活動 

への支援  

【新規】       再 

  地域において読書活動を行っている公民館や留

守家庭子ども会等を訪問して，図書コーナー（室）

の運営や環境整備への助言や支援等を実施するた

め，関係部署等と協議を行う。 

平成28年度 

実施予定 

 

 

 

(8) 学校図書館支援センター  

学校図書館が持つ「学習センター・読書センター」としての機能の充実を図るため，学校 

図書館ネットワークを構築する中心的な役割を担う「学校図書館支援センター」の本格運用 

を開始する。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

学校図書館支援 

センターの 

本格運用開始 

【新規】    再 

 

 各学校が，学校図書館を効果的に運用できるよ 

うに，学校図書館関係者を対象とし，「情報」 

「ひと」「もの」の３点から支援を行う。 

また，小４～６年を対象とした小学生読書リー 

ダー養成講座を実施する。 

平成27年度から

本格運用 
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(9) 分館運営      

     分館では，生活に密着した情報，趣味，娯楽，読み物等の一般図書，児童図書を中心に資料

を収集し，館内での閲覧や貸出を行うほか，おはなし会等の読書普及活動を行っている。 

   また，総合図書館と分館はコンピューターネットワークにより資料情報を共有するとともに，

毎日連絡車を運行し，資料の貸出や返却がどの図書館でもできるように，物流のネットワーク

化を図っている。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

おはなし会 

 

 

 

乳幼児から小学校低学年児童を対象として絵 

本の読み聞かせや紙芝居などを行い，本への親 

しみと読書の楽しさを伝え，読書習慣の養成を 

図る。 

毎週土曜日ほか 

 

 

 

企画展示 

 

 

 

各分館においてテーマを設定し，テーマに沿っ

た図書の展示やブックリストの配布などを行う。 

なお，10 月は図書館マンスとし，全館統一テ

ーマを定め，各館・各部門において，サブテーマ

を設定し，図書の展示等を行う。 

毎月 

 

 

 

 

 



 - 12 - 

３ 文書資料部門 
 

(1) 公文書等 

 

① 公文書 

完結後３０年を経過した永年保存文書及び保存期間が満了した文書で歴史的文化的価値

があるものを収集，整理，保存，閲覧に供する。 

また，完結後２０年を経過した永年保存文書で，保管の委託が適当であるものについて

は，受託する。 

 

ア  収  集  福岡市の各公文書規程に基づき行う。 

イ  整理・保存  資料保存のための燻蒸処理を行い，件名整理及び閲覧制限項目のチェック

完了後，検索用目録の作成とマイクロフィルム撮影を行う。 

ウ  閲   覧  完結後３０年を経過した公文書を，文書資料室において原則としてマイク

ロフィルムにより閲覧に供する。 

資料の館外貸出は本市職員に限り許可する。 

エ 展   示    歴史的公文書の展示を行い，市民の公文書への関心を高める。 

(２回実施予定) 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

 

公文書資料目録 

平成27年度版(DVD)

の作成       

 

平成26年度までに収集･整理した公文書資料の

簿冊及び件名目録を検索用として作成するととも

に，エクセルデータにてホームページに掲載する。 

平成28年3月 

 

 

    

② 行政資料 

主に本市各部局が発行する刊行物等を収集，整理・保存し，文書資料室に配架して閲覧

に供する。 

      また，本市各部局で作成したビデオテープやＤＶＤの閲覧提供を行う。   
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(2) 古文書資料 

古代，中世，近世及び近現代の郷土福岡に関する歴史資料を収集，整理・保存し，閲覧に供

するとともに，調査・研究を行う。 

 

① 収  集  購入，寄贈等による。 

② 整理・保存  燻蒸処理し，収集資料群毎の詳細調査・整理及び資料の補修等を行い，マイ

クロフィルム撮影をして，検索用目録を作成する。 

③ 閲  覧  原則としてマイクロフィルムにより閲覧に供する。 

 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

古文書学講座 

 

古代・中世・近世・近代の古文書学の基礎を学

ぶ講座 

平成27年9月 

 

古文書資料目録２１

の発行 

  平成２６年度までに収集した古文書資料の検索 

用目録を作成する。 

平成28年3月 

 

 

 

(3) 郷土資料 

近世までは筑前国，近代以降は福岡市を中心とする福岡県内の各分野の資料，及び九州・山

口各県の地方史誌等を収集，整理・保存し，閲覧に供するとともに，調査・研究を行う。 

 

  ① 収  集  購入，寄贈等による。 

②  整理・保存  収集資料の分類や装備等（必要に応じて燻蒸処理）を行う。 

貴重な資料についてはマイクロフィルム撮影をして，閲覧用の複製本を作成

する。 

③ 閲  覧  郷土・特別資料室に配架して閲覧に供する。 

          貴重資料については，マイクロフィルム又は複製本により閲覧に供する。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

郷土・特別資料室内 

展示 

郷土福岡に関する展示を実施 

 

平成27年4月～ 

平成28年3月  
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(4) 文学資料 

     福岡ゆかりの作家等に関する文学資料を収集，整理・保存し，閲覧に供するとともに，実行

委員会による文学振興事業等を実施する。 

 

 ① 資料 

   ア 収  集  購入，寄贈等による。 

  イ 整理・保存  図書等の収集資料の分類や装備等（必要に応じて燻蒸処理）を行う。 

  ウ 閲  覧  郷土・特別資料室に配架して閲覧に供する。 

           貴重資料は，事前申請により職員立会のもと一部公開。 

② 福岡市文学館の運営 

    福岡市総合図書館と福岡市赤煉瓦文化館を活用した「福岡市文学館」において，企画展・

文学講座等の事業を実施し，市民の文学に関する生涯学習活動を支援する。 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

常設展示 
福岡ゆかりの文学者や文学作品，福岡での様々 

な文学活動を紹介する。 

総合図書館１階ギャラリー 

赤煉瓦文化館１階展示室 

特に企画展では，文学振興事業実行委員会にお

いて企画展図録及び復刊本を作成し，販売。  

通  年 

（企画展期間中を除く） 

企画展 
11月～12月頃 

（年１回） 

赤煉瓦夜話   福岡ゆかりの文学者等による卓話会，講演等 隔月第３木曜日
（11月～12月を除く） 

読書講座 
   九州ゆかりの文学をテキストにし，講師と受講

者で作品についての意見交換をする。  

11月～1月頃 
（全５回） 

文学館倶楽部 福岡市文学館の館報として発行（無料配付） 
年２回 

（10月，3月） 

 

(5) レファレンス業務 

郷土・特別資料室及び文書資料室（総合図書館２階）において，各資料に関するレファレン

スを行う。 

 

(6) 委員会等 

① 福岡市総合図書館文書資料収集審査委員会 

所管する文書資料収集の適正化を図るため，７名の委員により本年度１回開催予定。 

② 福岡市文学館資料委員会 

福岡市文学館資料の充実と有効活用を図るため，８名の委員により本年度２回開催予定。 

③ 福岡市文学振興事業実行委員会 

文学振興事業の企画と円滑な実施運営を図るため，８名の委員により本年度３回開催予定。
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４ 映像資料部門 

 

(1) 映像資料の収集・整理・保存 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

映像資料収集事業 

(1) アジアフォーカス福岡国際映画祭参加作品 

(2) 福岡に関する映画作品 

 (3) ビデオ，ＤＶＤ 

 (4) ＣＤ 

通  年 

   

(2) 映像資料の調査・研究 

    東京国立近代美術館フィルムセンターをはじめとする国内外の機関・施設と連携し，映画フ

ィルムの修復，保存等について調査・研究を行う。 

 

(3) 映像資料の公開及び展示等 

  ① 映像ホール・シネラ(246 席)の運営 

 ② ミニシアター(50 席)の運営 

 ③ 映像資料の展示(ポスター展の開催など) 

 

(4) ビデオライブラリーの運営等 

      映像資料(ビデオテープ・ＤＶＤ）と音声資料(ＣＤ・カセットブック）の館外貸出を行う。 

 

(5) 映像ホール・シネラの運営等 

   映像ホール・シネラの運営等については，総合図書館と映像ホール・シネラ実行委員会が共

催で行う。 

 

(6) 委員会等 

 ① 福岡市総合図書館映像資料収集委員会 

    映像資料の収集・保存に関し，収集に必要な事項を審議するため，８名の委員により本年

度１回開催予定。 

② 福岡市総合図書館映像ホール・シネラ実行委員会 

      福岡市総合図書館映像ホール・シネラでの上映会等を開催し，その運営を円滑に行い，福

岡市における映像文化の普及・振興を図るため，８名の委員により本年度２回開催予定。 

 

(7)図書館外施設でのアジア映画上映事業 

 

 

 

 

 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

こんにちは！ 

シネラです  

【新規】      再 

総合図書館が収蔵しているアジア映画の作品を，

図書館以外の市の施設で上映し，フィルムの有効 

活用を図る。 

平成27年10月 

予定 
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(8) 主な上映事業（計画案） 

 

主 な 事 業 名 内        容 実施時期 

林権澤(ｲﾑ･ｸﾞｫﾝﾃｸ)  

監督と韓国映画 

韓国映画の巨匠・林権澤監督を中心に，60 年

代から 70年代の韓国映画の秀作を特集 

平成 27年 4 月 

 

ぴあフィルム 

フェスティバル 

in 福岡 

日本最大の自主製作映画の祭典 

昨年９月に東京で開催された映画祭から入選

作を上映 

平成 27年 4 月 

 

 

シネマテーク事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃福岡で上映されない映画を積極的に取り 

上げ，上映活動を行う。 

 

○小津安二郎監督特集 

生誕 110 周年記念として作成されたデジタル

復元カラー作品４本を中心に，戦後の小津監督

作品を上映 

 

 その他，俳優，原作者など様々なテーマで 

特集を組み上映予定 

平成 27年 5 月 

ほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージフォーラム・  

フェスティバル 2015 

 

 

日本最大の実験映画のコンペティションである

イメージフォーラム・フェスティバルから，一般

公募作品と内外の映像作家の新作等により実験映

画の最先端を紹介する。 

平成 27年 6 月 

 

 

 

映画講演 

 

映画に関する講演を開催すると同時に映画を 

上映し，映画への理解を深める。 

平成 27年 11 月 

ほか 

                           

     ※７月以降の上映事業については，４月２１日開催のシネラ実行委員会で決定。                    
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５ 広報活動 
   福岡市総合図書館を広く市民に利用してもらうため，各種媒体による広報を行う。 

 
 
 

媒 体 名 内        容 発行回 配布先／発行数 

図書館要覧 

 他図書館，行政機関への当館の運営報

告を目的とし，図書館各部門の現状・サ

ービス，事業実績，組織・予算，分館の

状況などを掲載。 

年１回 
福岡市の関係施設・ 

機関，関連図書館等

／200 部 

福岡市総合図書館   

ホームページ 

 情報提供を目的とし，利用案内，各種

お知らせ，映像資料案内，図書館資料検

索などの項目を設けている。 

 また，学校図書館支援センターに関す

るページを追加する。 

随 時  

メールマガジン 

【新規】 

 図書館事業の市民への告知を目的と

し，シネラ上映案内，おはなし会・講演

会などをメールで配信。 

月２回 
メールマガジン      

登録者 

こどもとしょかん 

ニュース 

 こども図書館の利用拡大，読書普及を

目的とし，おはなし会やテーマ別本展示

のお知らせ，新刊本紹介を掲載。 

年６回 

福 岡 市 の 関 係 施

設・機関，市内の保

育所，幼稚園，小学

校等／2500 部 

こどもとしょかん 

のほんだな 

 市内の小学生を対象として，図書館の

利用拡大を目的とし，小学校向けのお薦

め本のリストなどを掲載。 

年４回 
福岡市内の小学校

等／1050 部 

ヤングアダルト 

ブックリスト 

 中学生・高校生を対象として，読書普

及及び図書館の利用拡大を目的に，お薦

めの本を紹介する。 

随 時 
福岡市内の中学校 

高等学校等 

／6000 部 

レファレンス 

だより 

 レファレンスサービスをアピールす

ることを目的に，レファレンス事例を主

題別，部門毎に紹介している。 

 また，夏休みは小中高生を対象にした

特集号を別途発行している。 

年 12 回 
福 岡 市 の 関 係 施

設・機関，関連図書

館等／280 部 

クンドルニュース 

 九州国連寄託図書館における国連資

料の利用者拡大を目的に，国連資料など

を紹介している。 

年６回 
福岡市の施設・機

関，福岡県内公共図

書館等 ／750 部 

シネラＮＥＷＳ 

 映像ホール・シネラのＰＲを目的と

し，シネラの上映予定，作品内容を 

掲載。 

年 11 回 
福岡市の施設・機

関，マスコミ，定期

購読者等 ／8000 部 

ホームページ 

「うえぶシネラ」 

 映像ホール・シネラのＰＲを目的と

し，シネラの上映予定，作品内容を掲載。 

また，メールマガジンも配信している。 

月１回 

更新 
 

市政だより 

 図書館事業の市民への告知を目的と

し，シネラ上映案内，おはなし会・講演

会などを掲載。 

月２回 福岡市内全世帯 
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６ 研究活動 
 

  図書館において調査・研究を行い，その成果を報告するため，研究紀要を発行する。 
 

媒 体 名 内        容 発行回 配布先／発行数 

研究紀要 

収蔵資料に関する学術的な調査・研究

の成果を報告することを目的に，図書館

職員による研究論文，資料紹介，展示報

告等を掲載する。 

第 14 号まで刊行済み 

年 1回 

各県の主な公共 

図書館，文学館，

文書館，歴史資 

料館等／500 部 

 
 

   



参考資料 

 

図書館の設置及び運営上の望ましい基準 

（平成 24年 12 月 19 日文部科学省告示第 172 号） 

 

 図書館法（昭和二十五年法律第百十八号）第七条の二の規定に基づき、公立図書館の設置及び運営上

の望ましい基準（平成十三年文部科学省告示第百三十二号）の全部を次のように改正し、平成 24 年 12

月 19 日から施行する。 

 

(抜粋) 

第二 公立図書館 

一 市町村立図書館 

1 管理運営 

（一）基本的運営方針及び事業計画 

1 市町村立図書館は、その設置の目的を踏まえ、社会の変化や地域の実情に応じ、当該図書館の事業の

実施等に関する基本的な運営の方針（以下「基本的運営方針」という。）を策定し、公表するよう努める

ものとする。 

2 市町村立図書館は、基本的運営方針を踏まえ、図書館サービスその他図書館の運営に関する適切な指

標を選定し、これらに係る目標を設定するとともに、事業年度ごとに、当該事業年度の事業計画を策定

し、公表するよう努めるものとする。 

3 市町村立図書館は、基本的運営方針並びに前項の指標、目標及び事業計画の策定に当たっては、利用

者及び住民の要望並びに社会の要請に十分留意するものとする。 

（二）運営の状況に関する点検及び評価等 

1 市町村立図書館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、その事業の水準の向上

を図るため、各年度の図書館サービスその他図書館の運営の状況について、(一)の 2 の目標及び事業計画

の達成状況等に関し自ら点検及び評価を行うよう努めなければならない。 

2 市町村立図書館は、前項の点検及び評価のほか、当該図書館の運営体制の整備の状況に応じ、図書館

協議会（法第十四条第一項に規定する図書館協議会をいう。以下同じ。）の活用その他の方法により、学

校教育又は社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を行う者、図書館の事業に関して学識経験

のある者、図書館の利用者、住民その他の関係者・第三者による評価を行うよう努めるものとする。 

3 市町村立図書館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該図書館の運営の改善を図るため必要

な措置を講ずるよう努めなければならない。 

4 市町村立図書館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前項の措置の内容について、イン

ターネットその他の高度情報通信ネットワーク（以下「インターネット等」という。）をはじめとした多

様な媒体を活用すること等により、積極的に公表するよう努めなければならない。 
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